
別紙－１
　機　器　リ　ス　ト　（記載例）

高圧ガス保安法 労働安全衛生法  消防法 そ 　　　肉厚（板厚）         圧力         温度

設置場所機器番号 機器名称 数 ガ 高圧ガス設備 耐 一 二 ボ （化 特 そ 危 ２ の 流体名 内容積 型式 仕様・ 　　　　　（mm） 材質      （ＭＰａＧ）        （℃） 計装関係 安全装置
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機器図面を添付しない場合は、 
"図面省略"と記入する。

※印の欄は記入しない。

口径・圧力等について記入の必要のある場合は記入する。

　　　　連結配管、連結機器にある場合は "△"を付す。

　　   特定設備（高圧ガス保安法）については、設計圧力・温度を"（ ）カッコ"内に記入する。

　　　　　　胴及び鏡板を有するものは個々に記入する。

　　　　　　　　１．ポンプ・圧縮機については吐出量及び吐出圧力（又は揚程）を記入する。
　　　　　　　　　　また、電力駆動の場合は、電動機出力も併せて記入する。
　　　　　　　　２．電気機器については防爆性能についても記入する。
　　　　　　　　３．塔、槽類、熱交換器・加熱炉類は保温保冷の有無を記入する。

　　　　　　　消防法上の危険物に該当する場合は類品名を記入する。

　　熱交換器、ジャケット付の機器については、２段（上段：シェル、下段：チューブ）に分けて記入する。

付記） 消防法、労働安全衛生法に係る申請のうち防爆構造電気機器について、下記項目を当リスト中に記載した場合、機器図面を省略することができる。

項目 記載例
品名 ３相かご型誘導モータ（屋内用）
型式名称 ＲＨ－３００型
防爆構造の種類 耐圧防爆構造（ｄ）
対象ガス又は蒸気の発火度及び爆発等級 ２Ｇ４
定格 ４５０Ｖ １２ｋW　５０／６０Ｈｚ
型式検定合格番号 第○○○号



機器図面を添付しない場合は、 

口径・圧力等について記入の必要のある場合は記入する。

　　   特定設備（高圧ガス保安法）については、設計圧力・温度を"（ ）カッコ"内に記入する。


